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【やりとりと判定
はんてい

の実例
じ つれい

：B１△】 

＜ロールカード＞ 

 

 

 

発話例
は つ わ れ い

 判定
はんてい

の根拠
こ ん き ょ

 

 

T：有
ゆう

名
めい

な料
りょう

理
り

っていうと何
なん

ですか。 

S：私
わたし

の国
くに

で有
ゆう

名
めい

な料
りょう

理
り

は、肉
にく

まんじゅう。① 

T：あー、肉
にく

まんじゅうですか。いいですよね。あの、どうやって作
つく

るか、

教
おし

えてもらえますか。 

S：はい。どうやって。肉
にく

まんじゅう、使
つか

い方
かた

は、ぎょうざが同
おな

じ。はい。

んー、肉
にく

まんじゅうは大
おお

きい。餃子
ぎょうざ

は、小
ちい

さい。はい。使
つか

い、方
かた

、あ、

同
おな

じ。② 

T：どうやって作
つく

りますか。まず、最
さい

初
しょ

に、どんな材
ざい

料
りょう

を。 

S：あ、あ、調
ちょう

味
み

料
りょう

。いろいろ、あ、あ、しょうゆは、野
や

菜
さい

、野
や

菜
さい

。③ 

T：野
や

菜
さい

は、どんな野
や

菜
さい

がいいですか。 

S：どんな野
や

菜
さい

。んー。んー。どんな野
や

菜
さい

。トマト。④ 

T：トマト 

S：ああ。トマトいいです。あ、私
わたし

、トマト、食
た

べます。 

T：そうですか。トマト 

S：トマト、きります。あ、トマト切
き

りますは、少
すこ

し、少
すこ

し、んー、細
ほそ

いま

す。あー、たくさん。⑤ 

T：細
ほそ

くきりますか。A 

S：はい。うん。これ。形
かたち

はこれ、えー、肉
にく

は野
や

菜
さい

は、あー、入
い

れます。

そして、んー。⑥ 

T：どこに入
い

れますか。肉
にく

や野
や

菜
さい

をどこに入
い

れるんですか。B 

S：あー。 

T：なべ。C 

S：はい。んー、います、たくさん材
ざい

料
りょう

は、いります。入
い

れます。 

T：なべに入
い

れますか。はい。そして、 

S：そして、んんん。 

T：あ、なべはふたをしますか。D 

S：ん、はい、ん。あー、さいほうは、あん、このぶつは、あー、なべを、

入
い

れます。はい、水
みず

がいります。⑦ 

 

①料
りょう

理
り

の名
な

前
まえ

が伝
つた

えられる 

 

 

 

②餃子
ぎ ょ う ざ

と同
おな

じことや大
おお

きさの説
せつ

明
めい

が

できる 

 

③④材
ざい

料
りょう

の名
な

前
まえ

は挙
あ

げられる 

 

 

 

 

⑤部
ぶ

分
ぶん

的
てき

な説
せつ

明
めい

は伝
つた

わる 

 

⑥形
かたち

や、肉
にく

と野
や

菜
さい

をどこに入
い

れるか

等
とう

の詳
くわ

しい説
せつ

明
めい

ができない 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

意
い

味
み

の通
とお

りづらいところをテスターが確
かく

認
にん

すれば、話
はな

し続
つづ

けられる 

 

⑦説
せつ

明
めい

を続
つづ

けるが、詳
くわ

しい作
つく

り方
かた

は

伝
つた

えられない 

T：テスター、S：受験者
じゅけんしゃ

 

日本人
に ほ ん じ ん

の友
と も

だちに、あなたの国
く に

の有名
ゆうめい

な料理
り ょ う り

について聞
き

かれました。 

どんな料理
り ょ う り

なのか、どうやって作
つ く

るのかなど、友
と も

だちに詳
く わ

しく説
せつ

明
めい

してください。 
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T：その上
うえ

から水
みず

を入
い

れるんですね。E 

S：はい。そして、え、たぶん、ん、30分
ぷん

ぐらい、いいですよ。 

T：焼
や

きますか。F 

S：焼
や

きます。 

T：30分
ぷん

ぐらい。 

S：はい。 

T：あ、そうですか。 

 

 

 

この例
れい

では、肉
に く

まんじゅうについて、「餃子
ぎ ょ う ざ

と同
おな

じ作
つ く

り方
かた

」「調
ちょう

味
み

料
りょう

、トマト、肉
に く

などの材
ざい

料
りょう

」などは、何
なん

とか簡
かん

単
たん

に伝
つた

えられます（②～

④）が、作
つく

り方
かた

の詳
くわ

しい説
せつ

明
めい

ができません（⑦）。積
せっ

極
きょく

的
てき

に話
はな

し続
つづ

けようとはしていますが、言
い

い換
か

えや詳
くわ

しい説
せつ

明
めい

ができないため、

テスターからの質
しつ

問
もん

（Ａ～Ｆ）に答
こた

える形
かたち

でやりとりが進
すす

んでいきます。以
い

上
じょう

のことから△と判
はん

定
てい

します。  

なおテスターは、Ａ～Ｆの質
しつ

問
もん

をするのを少
すこ

し待
ま

つなど、働
はたら

きかけをひかえれば、△の証
しょう

拠
こ

をよりはっきりと引
ひ

き出
だ

すことができたで

しょう。 

 


